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 (2) 本調査(調査期間：平成 27～28 年度予定)： 
対象者は、福岡県薬剤師会会員(薬局薬剤師、一般販売業に従事する薬剤師、病院・
診療所勤務薬剤師、行政薬剤師、製薬企業薬剤師、その他)である。福岡県薬剤師会
の会員は、4,191 名(平成 26 年 3 月 31 日現在)であり、会員構成は、A 会員数(2,446 名), 















図 1 の対象者の属性(N=3 名)の結果は、性別は、男性 2 名、女性 1 名、年代は、40
歳代、所属は、薬局 1 名、病院 2 名、スポーツファーマシスト資格取得年は、2012
年～2014 年、スポーツファーマシスト情報公開は、1 名のみ、学校薬剤師は 1 名のみ、
英語対応並びに手話対応はしておらず、学生時の運動経験有が 2 名、学生時の運動経
験無が 1 名、現在の運動習慣について概ね全員が有であった。 
 
 
図 1  対象者の属性 (N=3 名) 
 
 
















図 2  スポーツファーマシストについての意識調査 (N=3 名) 
 
 
図 3 の地域医療・地域保健活動についての意識調査(N=3 名)の結果は、在宅医療へ
の従事については、薬剤師 A のみにあった。学校薬剤師業務内容については、薬剤師
A のみにあり、薬物乱用防止教育および保護者への薬の講話であった。地域活動とし
ては、薬剤師 A は、NPO 活動を行い、薬剤師 B は、地域在住者への講演を行った。 
 
 





図 4 の薬剤師国家試験問題〔第 97 回一般問題(薬学実践問題)【法規・制度・倫理/












図 4  薬剤師国家試験問題〔第 97 回一般問題(薬学実践問題)【法規・制度・倫理/
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